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漁業地域名と海区（大分県資料）

大分県における海藻類の漁獲量の推移（S54～
H21年度）

近年の養殖ノリ漁獲量の低下は，高水温，病害，食害等
によるものとされる．

2



大分県における貝類の漁獲量の推移（S48～H21年度）
S60年以降のアサリ漁獲量の急激な減少は小型底引き網漁業による過剰な漁獲，近年
の停滞は漁場の栄養塩類の減少に起因する餌料不足，食害によるものとされる．

大分県豊前
海アサリ資
源回復計画

漁獲制限，漁場
造成，種苗放流，
環境保全
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漁業地域名と海区（大分県資料）

COD高

COD低

周防灘～豊後水道のCOD（S56～H19年度）

環境基準A類型（2mg/L）
またはB類型（3mg/L）は
ほぼ達成している．
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漁業地域名と海区（大分県資料）

周防灘～豊後水道のTN（H10～H19年度）

TN 0.2～0.4mg/L

TN 0.1～0.3mg/L

環境基準Ⅰ類型
（0.2mg/L）またはⅡ類型
（0.3mg/L）はほぼ達成し
ている．
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漁業地域名と海区（大分県資料）

周防灘～豊後水道のTP（H10～H19）

TP 0.01～0.02mg/L

TP 0.01～0.02mg/L

TP 0.01～0.03mg/L

TP 0.02mg/L

環境基準Ⅰ類型
（0.02mg/L）またはⅡ類
型（0.03mg/L）はほぼ達
成している．
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番匠川河口におけるアサリ漁獲量の
低下とアオサの増殖

番匠川と河口干潟 アサリ漁獲量の推移

幹川流路延長38km，流域面積464km2，
河口干潟面積30ha

•佐伯地区における漁獲量のピークと減少時期
は，大分県（全県，主に豊前海）と異なる．

• S50年代以前の佐伯地区では河口域の水質汚
濁問題でアサリ漁業はほとんど行われていな
かった．

• H5年以降の急激な減少は過剰な漁獲，河川
流量の変動，食害等によるものと考えられてい
る．
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河口の水質とアオサの増殖
河口域の水質と富栄養化
（H13.8～H14.7）

アオサの増殖と堆積（H13.10
～H14.7）

TN 0.6～0.8mg/L，TP 0.02～0.04mg/L （富栄養化傾向） 最大堆積密度 5684g/m2 （定点3，H14.3）
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アサリとアオサの競合の可能性
室内実験

培養庫内でのアサリおよびアオサの
呼吸速度試験・硫化水素発生試験
（容量3.0L，塩分32psu，25℃；アサリ
7個体47.3g，アオサ30または100g）
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アオサの呼吸による硫化水素の発生

•アオサの増殖はアサリの呼吸を
阻害する．

•アオサの呼吸によるDOの低下は
硫化水素（H2S）を発生させる．

• DOの低下とH2Sの発生はアサリを
死亡させる．

•富栄養化によるアオサの増殖は
アサリの成育を阻害する可能性が
ある．
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海藻類の増殖と化学物質の影響

養殖ノリを用いた毒性試験

48h-LOEC
NaOCl  1%
ClO2 10%

48h-LOEC
NaOCl  1%
UV     ND

各種消毒下水処理水による殻胞子の発芽率の低下
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長期暴露による生育阻害影響

連続暴露装置 長期暴露による影響濃度の低下
試験物質 供試体 暴露時間 判定指標 影響濃度

[mg/L]

ClO3
- 殻胞子 4-d 発芽 10000

葉状体 14-d 面積 1

Cu 殻胞子 4-d 発芽 0.023

葉状体 20-d 面積 0.0001

Cd 殻胞子 4-d 発芽 136

葉状体 20-d 面積 0.006

Zn 殻胞子 4-d 発芽 19

葉状体 20-d 面積 0.04

4日間暴露後の殻胞子の生残
率と発芽率（止水式静置暴露）

14日間暴露後の葉状体の面積
増加率（流水式連続暴露）

物質 ClO3
- Cu Cd Zn

基準値 なし 0.0001
mg/L

検出され
ないこと

0.005
mg/L

【参考】水産用水基準（2000年版）
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大分県沿岸海域の現状とこれから

• 海域の水質は環境基準をほぼ満たしている．

• しかし，ノリやアサリなどの主要な水産資源は減少
しており，回復していない．

• 生物生産の高い沿岸の物理化学的環境は未だ十
分でない．

• 化学物質の生物影響についての知見も十分とはい
えない．

• 沿岸における生物生産力の向上が不可欠である．
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